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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ミトコンドリア融合のメディエーターである。このタンパク質とミトフシン2は、ショウジョウバエのタンパク質ファジーオニオン（Fzo）の相同遺伝子である。これらはミトコンドリア膜タンパク質であり、相互作用することでミトコンドリアへの標的化を促進する。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：GTP + H(2)O = GDP + リン酸。、機能：ミトコンドリア融合を媒介する必須の膜貫通型GTPase。ミトコンドリアの融合は多くの細胞種で起こり、融合と分裂のバランスをとるミトコンドリアの形態形成において重要なステップを構成する。MFN1は細胞骨格とは独立して作用する。過剰発現はミトコンドリアネットワークの形成を誘導する。,類似性：ミトフューシンファミリーに属する。,サブユニット：MFN2とホモ多量体およびヘテロ多量体を形成する。コイルドコイル領域を介して媒介されると考えられる多量体形成は、ミトコンドリア融合において重要な役割を果たす可能性がある（類似性に基づく）。高分子多タンパク質複合体に関与する。,組織特異性：普遍的。腎臓と心臓でやや高いレベルで発現する。アイソフォーム2は、肺がんなどの一部の腫瘍で過剰発現する可能性がある。,
	研究分野
	神経科学、神経学プロセス、神経変性疾患、パーキンソン病、タグと細胞マーカー、細胞内マーカー、細胞小器官、ミトコンドリア、シグナル伝達、セカンドメッセンジャー、ヌクレオチドメッセンジャー、GTP、代謝、経路とプロセス、ミトコンドリア代謝、ミトコンドリアマーカー、マイトファジーの分裂と融合
	画像データ
	

	HCT116細胞溶解液のウェスタンブロット分析、MFN1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

